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日本ゴルフコース設計者協会の初代理事長で国内

外に多数のコースを設計 された加藤俊輔 さんと、 ^

時代 を作 ったゴルフ雑誌 「週刊アサヒゴルフ」の編

集長だった田野辺薫 さんをグス トに迎 えた.座 談会

の直前、お 1人は大川会長の案内でコースを視察 し

た。 日本のゴルフを鋭 く見つめて来られたお二人の

眼に、オ リムビ、ックゴルフ倶楽部はどう映ったか ?

,厳しくも優 しい評価が下った.

ま警慧ご紹介かり

五 嶋 「会員のほとんどがお 1人のお名前を知って

いると思うんですが、中には最近入会され

た才Tい方もお られるので、業績 をご披露

方々、質問をさせていただこうと思いますJ

カロ 藤 「はt Jヽ

田野辺 「どうぞ」

五 嶋 「加藤 さんは、音ゼネコンにいらして、ゴル

フコースの設計をされたとい うことです

/J ?ヾ J

カロ 藤 「ええ.で もゼネコン時代は今のようになる

とは夢にも思っていませんでした。日本の

ゴルフ場はこれでいいのかなと思いながら

作っていました.外 1可へ出たときに仕 'ifを

放り出してゴルフしていたのが役に立ちま

した (笑い)」

五 嶋 「じゃ、若いころからゴルフやっておられた」

カロ 藤 「‖イ1利128年ごろからです」

五 嶋 「全1可に70か80の ゴルフ場を設計 されてると

か ?」

カロ 藤 「1可の内外で、80近いですねJ

五 嶋 「1対西では ?J

カロ 藤 「う一ん、どこのエ リアから言えばいいのか

なJ

五 嶋 「束条カントリーもそうですね ?」
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カロ 藤 「ええ、ま、自分でやったコースを忘れちゃ

中し:りくないけど…J

五 嶋 「例のタイガーウッズが来た太平洋クラブ御

殿場コースは素晴らしいコースですね」

加 藤 「200111の世界選手権 (ワール ドカップ)で

すねJ

五  嶋 「こうt うヽいt 方ヽはよくないんで しょうが、

代表作みたいなものはあるんですか ?」

カロ 藤 「よくそう間かれるんですけど.私 は加藤俊  v

llliのデザインというものを持っていてそれ

をどこへでも当てはめるというタイプじゃ

ないですから」

「はあJ

「|′1然にはいろんな色がありますね,デ ザイ

ンもいろんな色にしているんです. F`地 と

かrit原とか大別 して 4、 5色 あると思うん

です。そういうところに合うようなデザイ

ンをやってます.好 きなのは何ですかと言

われれば、あるんですけど、いいか悪いか

は別の問題で。御殿場コース (太 F`洋 )は
‐般のゴルファーがlJとなく、 まあ 

‐般的

にいいと言 うことで人気が出てるんじゃな

いですか。私の中でNO.1じ ゃないです」

「はいこではあとでオリムピックの感想など

をお聞きします(、Hl野辺 さんは、『週 刊ア

「11刊票省子も[輪桑L寒こ見F?J    V
「t つヽが創千11で|「か ?J

「ll召和46年ですJ

「私、ゴルフを始めたのがちょうどそのころ

で、ずいぶん 『週 1刊アサヒゴルフ』の恩恵

を受けましたて,今 は 『ゴルフィスタ』とい

う雑言志を発行されてるわけですねJ

田野辺 「半分道楽みたいなものでJ

五 嶋 「これを読んでいたらレッスンのコーナーが

ないんですねJ

田野辺 「レッスンと トーナメントのベージはないん

ですJ

五 嶋 「そういう編集方針なんですかJ

田野辺 「いや、そうじやなくて一人でやってますか

ら限界がある ほかに大きヽヽ媒体がありま

すから、レッスンや競オ支はそっちにf壬せて」

五  嶋 「僕は雑誌のレッスンコーナーというのを読

み過ぎて、全然うまくならない 会長にい

五 嶋

田野辺

五 嶋

田野辺
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加藤俊輔氏



田野辺

つも怒られてます (笑い)J

「『週刊アサヒゴルフ』の前に、昭和35年から

『週刊ゴルフ』という大判の新間がありまし

た。『ゴルフダイジェス ト』もそうですが自

動車関係の出版社でした。オーナー ドライ

バーが即ゴルファーの時代なんです。そこ

からゴルフ記者を始めたんです。『週刊アサ

ヒゴルフ』の頃はゴルフ週刊誌がものすご

く売れた時代でした。当時はレッスンの本

というのはなくて雑誌のレッスンで読んで

いた」

「そうですか。この雑誌を読みましてびっく

りしたのは、我々が作った会報を田野辺 さ

んが批評 されてるんですね。30行 もない文

ですが、実に慧眼というか厳 しいご指摘を

されています。」

「そうなんです。当初から田野辺 さんには会

報について、相談 したり、ア ドバイスをい

ただいたりしていました。」

「ほうほう、 だからイ)日 はどういうZ五談会ヨこ

しようかと (笑い)。そこで、お二人にゴ

ルフの真のあり方、ゴルフ場の正 しい姿と

いうんですか、プレーされる方のマナーな

どをわれわれオリムピックのメンバーにご

意見を賜れば、そういう座談会にしたいと

五  嶋

思うんですが、会長いかがですか ?」

大 ,‖ 「ええ、いいですね」

記憶に残るコース

五 嶋 「じゃ、まず加藤 さん。デザイナーの考えと

プレイヤーの考えが競争するという話があ

りますが、今回、オリムピックを回った感

想から…・」

カロ 藤 「名前は前から存 じ上げていた。行ってみた

いと思っていたコースです。このエ リアは

土質の悪いところで、地形 も決 していいと

ころではありませんのでいいコースが作 り

にくいところだったんです。だからどこか

にそういう欠点があると思ってました。会

長にご案内していただいて全ホール見まし

たが、本人がおられるからおだてるんじゃ

ないんですが、見た目より遥かにポリシー

があって作 られているということがよく分

かります」

「ほう」

「それは何かというと、自然からもらったも

のは自然に返すというのが設計のぼくのポ

リシーなんです。それと同じことを会長が

言われました。あんまり奇を衡ったデザイ

ンにしたり人工的な飾 り立てをしたりした

くなかった、と。いいコースの条件という

のは、いくつかあるんですけど、世界の名

コースというのはみんなメモラビリティー

といいますか、ホールに特長があって記憶

に残る。分かりやすくいうと18ホール歩い

て、どの くらいのホールを覚えてますか、

ということです。それと良好な豊かな自然

で構成するのが理想で、そういう意味から

無理にどうだというような作 り方はしてな

い」

「う―ん、そうですか」

「私は前半の 8番 、後半の14、15番ホールが

特にF「象に残 りました」

「ほうほう」

「8番 のパー 4は まず、ティインググラウン

ドに立った時のロケーションビューが美 し

い。直線的なのに、落下地点の狙いがむつ

かしい。美 しいのに、実際は実に戦略的で

す。また、セカンド地点は打上げで、つま

先あがりで難度の高いショットが要求され

ます」

「また、14番のパー 5は 、普通は森林が向こ

うへ広がっていくんですがここは中へ入り

込んできて、借景とバランスが合っている。

ロケーションビューに特長のある珍 しいホ

ールです。いわば、足首は普通細い方がい

いですけど、太 くて、ももぐらいの足首で、

でもそれがぐうっとすぼまっていくので借

景のビューが素晴らしい。しかも、狭そう

に見えて広い。そういうデザインには脅か

しといて楽にさせるか、楽だと思わせとい

て難 しくするか、どっちかのパターンがあ

るんですが、ここは前者で、実は安定 して

るんです」

「なるほど、そうですか」

「一番好きなのは15番のパー 3。 谷間の中に

ぽつんとある」
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「五嶋 さんがホールインワンしたところ」

「あははJ

「距離も150～160と適当です し、あのホ
ール

だけ贅沢に谷間を使って三日月型のバンカ

ーをシンプルにひとつ。とっても特長のあ

るホールだと思うんです。美しいホールと

いうのは横の幅よりも縦、絵でいうと縦型

額縁の中に収まる作 り方が玄人に好まれる

んです」 (注 表紙の写真が15番ホール)

「ヘーっ」

「コースのメモラビリティーというのはそう

いうものの繰 り返 しで作 られていますか

ら、バンカーにしてもはじめのうちはお皿

みたいなバンカーで、私もあのタイプが多

いんですが、ちやんとあるべきところに来

ると深いバンカーがあったり、アクセント

の強いものがあったりと、それがバランス

を崩 さずホールに合ってるんですね。プロ

の設計家よりうまい」

「いやいや、これは」

「僕はこういうことはまず言わないんです。

『巨離もあの日寺代に7200ヤー ドで作るという

のもすごいし、もっとすごいのは 2グ リー

ン全盛の時代にシングルグリーンを作って

いる。これは相当の見識がないとできない

ことです。外国をたくさんLn3ってこられた

効果が出ています」

五 嶋 「ご存知と思いますが、大川会長は日本ア
マ

のチャンピオンで世界シエアアマも取 られ

た。それも、関西では有名なロングヒッタ

ーなんですね。7200ヤー ドは僕 らには手が

出ない。長過ぎませんか ?J

カロ 藤 「いやいや今日 (こんにち)に ぴったりなん

じゃないですかcこ んなにボールが飛ぶ時

代が来るのを見通 しておられた。慧眼です。

今はどこも延ばすのに一所懸命やっている

けどこのコースでは何もやる必要がない」

嶋 「そうですね」

藤 「それとね、元々の地形だったんじゃないか

なと思わせるぐらいに衡わずに作ってるん

ですよc私 は専門家だから相当の 上を動か

しているのが分か りますの うかがつたら

200万立方メー トルばかり動かしているJ

大 l‖ 「もっといっているJ

藤 「そうで しようね。200万というのは日本で

は平均より湛かに多いんですよ。大変な手

間をかけて、上手にゆったりとした、まず、

ボールがとんでもないところへ飛んでいか

ない、流れのいいプレーの しやすいコース

を作ろうというポリシーがあつて金をかけ

られたんだと思うんですよ。ひとつのどう

ぃうコースにしたいという色を決めて、そ

れに合 う金を投 じて作 り、樹木を植えてま

た自然にかえしている」

「はい」

「この谷が30メー トル埋 まったとか、山が20

メー トル削 られたとか、現在では皆 さんに

は分か らないと思 うんですがЭデザイナー

の評価で大事なのは自分のや りたいものを

作 るん じゃなくてプレーする人に楽 しんで

もらうこと。どこかのホールを真似 したの

は日本にはたくさんあるんですが、それは

す ぐ分かっちゃう。ところが精神が決まっ

ていてそのカラーの濃淡で演出 されている

から落ち着いて見える。なかなかの もんだ

と僕は思いますJ

五 嶋 「ありがとうございました」

鸞,7-― 蓼場纏贄堂てて位鰈鐵

五 嶋 「田野辺 さんいかがですか ?J

田野辺 「う―む、私はあの加藤 さんみたいに設計の

専門家 じゃないから…cた とえば 9番 はホ

ール としては平凡だが、背景の高架水槽 を

南欧風 というかアルプス風 というか背景 を

使って絵にしている。いいですねc ll番の

グ リーンもあそこだけ■つにして、あれは

グ リーンによって全然違 うホールなんです

ね。飛ぶ人のためのホール と飛ばない人の

ためのホール を普通 はテ イーで区別す る

が、11番ではグ リーンで区別 しているЭ非

常に自在な感 じを受ける」

「ほうほうJ

「4番 も、テ イインググラウン ドが右 と左に

あって それ ぞれ グ リー ンの眺 めが違 う。

別々の絵 を描いている。先ほど大川会長は

碁 をなさると聞いたが、ひ ょっとしたら絵

を描かれるのかな (笑い)」

「編集者の立場で見たオ リムピックの会報は

ヒ
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田野辺 「最初ずいぶんもったいない紙面 を作 ってい

るなと思いました。一番の宝物である大川

さんを使わなさす ぎる。会長 自身が出たが

らないということですが、出 した方がいい。

クラブの歴史というのはメンバーにいろい

ろな人がいて、いろいろなエピソー ドがあ

って、記録 しておくことから成 り立ってい

るこ会報はその役 目をもっている。その意

味で第一にあるのが大川会長。 ここを作っ

たあと、どういうゴルフをなさって、どう

いうメンバーと接触 されたか…。そんなよ

そにないエピソー ドを組み立てていくと40

年、50年経 ったときすごくいいクラブ史に

なるんだと思 う」

五 嶋 「なるほどそうですね。会長 という宝物。ま

さにその通 りですね。でもこの方はいくら

言って も遠慮 して書いて くれないんです。

古武士的なところがありましてね。酒飲ん

だときはそういうポ リシーみたいなものを

お話になりますが・・・。ただ、もうちょっと、

会報で出 していけば大川 ファンも増 えるで

しょうし、オ リムピックの好 きな人 も増 え

ると思います」

田野辺 「両方、必要なん じゃないで しょうか。そう

いう奥ゆか しい部分 も。花王の会長 さんが、

昔はいいものを作れば口伝 えに売れた、今

はいいものを作ったら、それを宣伝する義

務がある、と書いておられるのを読んだこ

とがあります。宣伝する必要 もある」

五 嶋 「はい、そうですね」

田野辺 「どこかの会報 を読んでいて非常に感心 した

の 1よ90何歳 と80何歳かのご夫婦がずっとゴ

ルフな さっていたが、ご主人の方はゴルフ

ができない体になった。だから、今度は孫

とやるんだというような話 を書いておられ

た=こ れは素晴 らしい話です。 ところが、

今の会報には自分の ところの宣伝ばかりで

すね。PR誌 になっている。そ うじゃない

話にいいのがある。武蔵 カン トリーの会報

を読んでましたら豊岡コースの17番か何か

のパー 3で 右のバ ンカーにつかまり、後 ろ

へ出 したり、グ リーンオーバーしたりして

31た たいたという話が出てました。ところ

が、今そのバ ンカーは浅 くなっていて、間

違 ってもそんなにはたたかない。だからそ

んな話があったということを書いておかな

いと歴史には残 らない」

五 嶋 「うん うん」

田野辺 「戸塚カン トリーの会報 というのは電通が作

っていますからいい会報なんですが、 3年

に 1回 くらい巻頭記事で現場の座談会をや

るんです。コース課 とかハウス、食堂、キ

ャデ ィなど。なかなかいいことを言 ってい

ますJ

五 嶋 「現場の人の意見を聞く会ですか ?」

田野辺 「現場によって、見るお客 さんは違 うんです。

どう見られているか反省材料になる。メン

バーシップですから良くするも悪 くするも

メンバーの質ですから」

川 島 「オリムピックでもぜひやってみましょう」

スコアを追いかけているようで1よ…

五 嶋 「田野辺 さん、最近ゴルフに関する小説のよ

うなものが増 えていると思いませんか ?ほ

かのスポーツではあまりないことですね」

田野辺 「それは、ゴル フというのはゴルフの世界の

人 しか書けないと言 うん じゃなくて、どん

な分野にいてもゴルフやってますから、そ

の人の生活の中で見たゴルフとい うのはい

っぱい書ける。ただ、ゴルフ小説 というの

は僕 は読んだことがない。何で読 まないの

かというと、若いとき、ゴル フ記者になる

前に小説書いたり文芸評論書いたりしてき

ました。そんな体験からみるとゴルフ小説

は面白くないんですよ基本的に。こっちが

ゴルフのことを知 りす ぎたんですかね」

五 嶋 「はあ、そうですかJ

田野辺 「ゴルフ小説のモチーフは人間の内面の問題

ですね。ゴルフを知っている度合いによっ

てそれは違 う。小説家が書いたか らと言っ

て うまいものが書けるとも限 らない。私は

30年 ほど前に 『小説名勝負物語』 という本

を書いてるんですけど、その時友人の北 杜

夫か らスポーツ小説 という分野はないか ら

広げて行けとい うようなことを言われまし

たけど、結局 1作 で終 り。出版社 とか媒体

に意識がないとなかなかできないJ

五  嶋 「小説の題材 になるほどゴル フとい うのは、

何 か心理的 に深 い ものがあるんで しょう

か。加藤 さんがおっしゃったポ リシーみた

いなものがJ

カロ 藤 「人によって受け取 る範囲が極めて広いです

から、面白いんです。スコアばっか り追っ

かけて喜んでいる人。や さしいコースに行

っていいスコア出ても、難 しいコースに行

って悪いスコア出ても、そのコースがどう

であるかなんて関係なく、昨 日い くつで歩

いたなんて盛んにスコアのことばっか り言
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っているような小学生的なものがまだ日本

人のベースにありますが、追求 してい くと

次第にゴルフの歴史やいろんなものがいか

に大事かと言 うことに到達 します。僕の友

人 もいくつで歩いたなんて喜んで言 ってま

すが、いい年 してどうしようもないなあっ

て、僕は言 うんです。自分がだめになった

か ら言 ってい る部分 もあ ります けど (笑

い)」

ですね」

田野辺 「不特定多数から金集めてやってますから、

そういう精神は、育ちにくいですよJ

五 嶋 「『ゴルフィスタ』にも出てました白洲次郎

(兵庫県出身、軽井沢ゴルフ倶楽部理事長

を務めた)さ んの精神でいうと、最近のゴ

ルフ場はそういうllヒ半Jを受ける人がかなり

いると思うんです」

カロ 藤 「そりゃ、やっぱり金を稼がないとやってい

けない。税の問題もあるし、だからどうし

てもガサガサしてくる。白洲 さんは軽井沢

ゴルフ倶楽部の自分の世界を守ろうとされ

たので、今でも明らかによそのゴルフ倶楽

部とは違います」

五 嶋 「僕は白洲 さんの話で大川会長を思い出すん

です。メンテナンスにも従業員にもお客 さ

んにも厳 しい (笑い)」

田野辺 「私、大川 さんのゴルファーとしてのプレイ

λI"美菖2香聾写秀写写テ軍獣二装畠鬼 Q
全盛 とぶつかつていなければ、もっと日本

のゴルフ史に残っていた」

五 嶋 「会長は、音のことは忘れたよと言って
(笑い)」

田野辺 「でも、今日は加藤 さんとは碁盤 も囲まれた

し意見もたたかわされた ?」

大 j‖ 「考え方が同じなんです。たとえば、服を選

ぶにしても色とか清潔感とかその人の精神

があると思うんです。コースになるとなお

さら。愛情を持って作ったのか商業ベース

で作ったのか、ものによっては嫌気がさす。

自分の思想だから敢えて申しますが、石ひ

とつないところへ岩を並べたり、枕木並べ

て当たったらどこへ飛ぶかわからんような

ことをなぜせなならんのかと。プレーヤー

の身になって良心的に」

カロ  顧要「自然の形を大事にされていて、思想を生か

すように作って乱れてないんです。乱れて

たらケチつけようと思ってたけど見事にバ

ランス取れている。シングルグリーンにし

ても先見性があるJ

「ほめすぎじゃないですか (笑い)」

「いやいや、僕はあまりほめないんですよ」

「囲碁のほ うで もいい友達になれそうです

(笑い)」

「大川会長の下に集まった僕 らは幸せなんで

すねJ

「幸せなんですよ。それを分かって欲 しいで

す。オリムピックの一番いいところは、ゴ

ルフが流行だから作ったんじゃなく大川 清

とい う人の世界 を作 っているとい うこと

で、そこがほかとは全然違 う。そこをメン

バーの人が育てていかないとJ

「はい、まったくその通 りですね。今 日は、

本当にありがとうございました」

「お二人とも長 くゴルフの世界を見られてい

ますが、ゴルフ場の経営などでご意見をい

ただければ」

「私は経営者が悪いって言 う罪状部分はもう

出尽 くしたと思う。メンバーシップに限っ

て言えば、メンバーのほうが考え方を変え

なきゃどうにもならんような気がする」

「ふんふん」

「と言 うのは、メンバーシップはそのゴルフ

場の 7割 の財務源をメンバーが支えていく

というのが基本だと思うんです。ところが、

この間、ある投書に年会費というのは会報

を出したり通信費にしたりするものであっ

てそれを 5万 、 7万 、12万と上げていくの

は何ごとだ、とあったんですが、そういう

人がクラブのメンバーになるのは基本的に

困るんじゃないかと思う。会員権がまるで

借用書のように金の問題だけになってしま

っている。クラブは最後はメンバーが支え

ていくんだというものだという心根がなく

てはメンバーシップは成立たない。今はメ

ンバーが変わるときに来ている。現実に16

コースぐらいがメンバーの金で再建 してま

す」
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五 嶋

田野辺

五 嶋 「その話で思い出 したんですけど、ニュ
ーヨ

ークのテロの直後にアメリカに行 ってまし

てね、ニュージャージーのクラブの年会費

が60万円で、高い じゃないかと言 った ら、

当たり前だというんですね」

田野辺 「もっと高いのもあります。年会費というか、  五 嶋

かかったものは皆で分担というんでしょう」

五 嶋 「でしようね、そういう発想が日本人にない

∂



座談会こぼれ話

伊豆GC(静岡)

〔改 造〕片山津GC(石川)

小金井CC(東京)
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3人 の対談はどうして実現 したか

知人の紹介で参加するようになった田野辺社長主宰の 「名門の会」、その会にも参加され

何回かご一緒させていただいた加藤先生。親しく 「ゴルフ場設計の考え方、接し方、見方
など」、田野辺社長とは 「ゴルフ場の歴史、変遷、メンバーシップのあり方、会報誌作成の

アドバイスJな どをお話しさせていただくようになった。

関西に来られる時はぜひオリムピックにもとお願いしていた…。今回おいでいただいたツ

アーの名はなんと 「関西の3名門を研修する会 (廣野 ・鳴尾 。オリムピック)」。

設計者 としての共通の目

早朝、東京から伊丹に着かれたご一行、コースに直行。会

長が出迎えられる。田野辺社長は三度目ということもあり、

和やかなご対面。小雨が降っていることもあリレストランで

しばし談笑、いよいよラウンド。加藤先生は大川会長と我々

とは別に二人で廻られた。早く上がられたお二人はどうされ

ているのだろう?実のところ、加藤先生の辛口評論と大川会

長の設計者としてのプライドとが、ぶつかったりしたらどう

しようかと心配していたところ、なんと談話室で囲碁をされ

ているではないか。ホットしたのが本音。

「自然からもらったものは自然に返す」という設計のポリシー

あり、意気投合とのこと。さて、囲碁の勝負は ?

オリムピック=会 長 会長は宝物

加藤先生と田野辺社長が口をそろえ以下のことをいわれた

Hard… … コース

会長は 「夢Jの ある立派なコースをゴルファーなかんず
メンバーはそれを知り、誇りに思いさらにまた他のゴル

ればならない…と。

Soft……クラブライフ

がまったく同じだったことも

会長が作られたコース ・クラブハウスなどの設備をメンバーがもっと活用し、メンバ

ー同士がもっと交流し、真のクラブライフを作り上げていく必要がある…と

当日、大きなコンペがあり、お風呂での大声、タオルなどが散乱など見苦しいとの指摘を受けた。

加藤俊輔氏の主な設計コース

〔設 計〕Jヒ海道GC苫小牧C(lL海道)太平洋クラブ御殿場(静岡)
太平洋クラブ益子C(栃木) 東条CC(兵庫)

瀬戸内海GC(岡 山)

2004年日本オープン開催のため

1グリーンベント化

ゴルフィスタの会報批評
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「人生観と幸福感」

私はゴルフ場オープン以来、改造工事及び植木の剪定、コースのケアー等の為、ハウス

に泊り込んで仕事をしてきたので、山の自然風景に接する機会が多くなった。都会では気

にもせずに暮してきたが、晴れた夜空の星の数の多い事、月が大きく奇麗で間近に見える。

天、宇宙の偉大な力と神秘さに少しづつ興味を抱くようになった。世の中の人々は、今年

の冬は特に寒いとか、春の来るのが遅いとか、今年の夏の暑 題

さは厳しい等と言っては騒ぐが、毎年の暦を自分なりに比較、

検分をしてみると四季の流れは、立春が来て啓蟄、春分、毅

雨が過ぎると立夏、亡種、入梅、夏至が過ぎると立秋、自露、

秋分、霜降、立冬、大雪、大寒、冬至との順は実に正確に規

則正 しく順巡することが判る。タンポポの苗にはタンポポの花が、梅の木には梅の花が、

桃の木には桃の花、ツツジには五月、桜にコブシ、あらゆる草木のそれぞれの木にそれぞ

れの花が咲き実がなり、形も色も少 しの間違いも無く、永久に広大無辺で緻密で、微妙で

堅固にそのリズムを転回している事に気付いた。ゴルフ場も地球上のほんの一部ではある

が、大自然の法則に逆らわないような管理及びメンテナンスを施 し、自然に近い優 しい、

温かい懐に抱かれた安らぎを感じる雰囲気を醸 し出せる良いスポーツクラブを目指し、テ

ニスコー トやスイミングプール、地下約1,500mを掘って温泉の露天風呂及びジャグジー

等の設備を整えた。プレイヤーの皆様が、その湯に浸か

って 「ああこの温泉は素晴らしい」、「ああ疲れが一気に

吹き飛ぶよ」、「ああ良い気持ちだ」と喜んで戴ける声を

聴く毎に、自分の仕事の大事さと価値観、使命感、責任

感を一層強く実感するようになった。これからもっと努

力をしなければと思う気持になる。

人間は仕事と環境によって、希望も、目的も、人生観も変わっていく事を悟った心境で

ある。人間の幸せとは、必ずしも物質のみでは無い事が感じられた。
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